
にのへ　№ 255広 

報�

～家庭でも、もっと勉強しましょう～

（１）県平均と比べて
　これまでもお伝えしてきたとおり、ここ数年、二戸
市の子どもたちの学力の状況は ｢県平均を上回る｣ も
しくは ｢県平均とほぼ同じ｣ レベルを維持しています。
　この４月に新中学１年生を対象に実施した ｢新入生
学習状況調査｣ でも同様の結果が出ています。
※「数学的な考え方」を問う問題で県平均を若干下回っ
た以外は、県平均を全て上回っています

１　子どもたちの学力の状況は？

　平成 23 年度に学力向上推進事業を立ち上げて
から、本年度で６年目。
　二戸市の学力は全体として良好です。この間の
取り組みを通して、どういった成果が出ているか、

ことし４月に行った ｢岩手県中学校新入生学習状
況調査｣（以下「新入生学調」と略します）のうち、
特に課題の大きかった ｢算数・数学｣ の結果をも
とに紹介します。
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中学１年「新入生学調」数学の結果
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楽しく、ときめく
　　授業を目指します！
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（３）意識にもよい変化
　テストの結果だけでなく、子どもたちの意識にも良
い変化が表れています。今年の４月に実施した意識調
査と、彼らが小学校５年のときに受けた意識調査の結
果を比較したところ、右の表のとおりになりました。
　県内の中学１年生の意識には変化が見られない中、
二戸の子どもたちは「自分にはよいところがある」と
思っている子が増えています。周りの大人が、子ども
たちのよい点を見つけ、それを積極的に褒め、自信を
もたせてきた成果と考えられます。

（２）過去に受けたテストと比べて　
　県平均との比較だけでなく、過去に間違った問題を解
けるようになっているかどうかをみなければ、子どもた
ちに本当に力が付いているかどうかは分かりません。

①「数学的な考え方」を問う問題

　そこで、小学６年生の４月に受けた「全国学力・学
習状況調査」（以下「全国学調」）と、１年後の今年４
月に実施した「新入生学調」の各問題で比べてみます。

＜中１の４月に解いた問題＞
　20％増量して売られているジュースを買います。増
量後のジュースの量は、360ml です。増量していない
時のジュースの量は何 ml ですか。　　　 答え  300ml

＜小６の４月に解いた問題＞
　せんざいを買います。家で使っ
ているせんざいが、20％増量し
て売られていました。増量後の
せんざいの量は 480ml です。
　増量前のせんざいの量は何 ml ですか。 答え  400ml

　このグラフからも分かるように、小学６年の４月に
は、県の半分しか正解者のいなかった今の中学１年生
は１年後には県平均と同じくらいまでに改善しました。
　「割合」に関する内容は、小学５年生で学びますが、
６年生の算数には、この種の「割合」を扱う時間はあり
ません。子どもたちの学ぶ姿勢と先生方の指導がよい結
果をもたらしたと考えられます。

　それぞれの正答率は下の表のとおりです。

　子どもたちがわずかながら県平均を下回った「数学
的な考え方」。この「数学的な考え方」に関する問題は、
きちんと解けるようになっているのでしょうか。

②「基礎的な内容」の問題

　計算力や算数・数学に関わる知識といった、「基礎
的な内容」に関わる問題についてはどうなっているの
でしょう。時間が経って忘れてしまったり、解けなく
なってしまったりしてはいないのでしょうか。今度は
計算問題で比較してみます。

 ＜小６の４月に解いた問題＞
  (1)28 ＋ 72　(2)6.79 － 0.8　(3) －－－　(4) －÷７

　　　　　　  答え　(1)100　(2)5.99　(3) －　(4) －　
　　　　　

 ＜中１の４月に解いた問題＞
  (1) ８＋ 12 ×５　(2)5.92 － 2.8　(3) ２－－１－　　
  (4) －÷－　(5) ２×－÷ 0.9 

　　　　答え　(1)68　(2)3.12　(3) －　(4) －　(5) －
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※同じ子どもの小６時と中１時の結果を比較したグラフです
二戸市 岩手県
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※同じ子どもの小６時と中１時の結果を比較したグラフです
二戸市 岩手県
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「自分にはよいところがある」と答えた児童生徒の割合

→
→

　中１の問題のほうが当然難しくなっています。問題
の難易度は若干異なりますが、それぞれの正答率を比
べると次のようになります。

　二戸の子どもたちは、学年が進み問題が難しくなっ
ても、正答率が下がっていません。この結果を見る限
り時間が経つと忘れたり、できなくなったりするとい
うことはないとみられます。

※同じ子どもの小６時と中１時の結果を比較したグラフです
二戸市 岩手県
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も学習時間をより意識しているように思われます。
　しかし、「計画を立てて学習する」ようになるため
には、学習時間を決めて取り組むことも大切ですが、

「何時になったら始めるか」を決めることがより重要
です。まずは、「何時になったら家庭学習を始めるか
を決め、その時刻になったら学習に取り組む」ことか
ら始めていきましょう。
　なお、「家庭学習の手引き」は、
二戸市教育委員会のホームページ

（http://edu.city.ninohe.iwate.jp/）
でも見ることができます。

（５）課題を克服するために
　二戸市教育振興運動協議会では、小学校入学時に「家
庭教育の手引き」を配付しています。この手引きに
は、どのような学習習慣をつけていけばいいのか、ど
のような学習をしていけばいいのかを学年ごとに具体
的に記述されています。その中に、小学１年から中学
３年全ての学年に共通して記述されているものがあり
ます。それは、「家庭学習をする時刻、時間をしっか
り決めて取り組ませましょう」です。
　大人は子どもに「１日に何分勉強しているか」はよ
く聞きますが、「何時に勉強を始めているか」を聞く
ことはほとんどありません。そのためか、子どもたち

（３）計画を立てて勉強する子の割合低い
　県の結果と差があったものに「自分で計画を立てて
勉強する」もありました。

家で、自分で計画を立てて勉強していますか？
■している　　　　　　　　　　　■どちらかといえばしている　
■どちらかといえばしていない　　■していない

二戸市

岩手県
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（２）学年が進むと家庭学習時間が減少
　県と二戸市との調査結果に差があったものの一つに

「家庭学習時間」があります。

　県は学年が進むにつれ家庭学習の時間が増えるのに
対して、二戸市の子どもたちは逆に短くなっているこ
とが分かります。

家庭学習の時間は？（岩手県）

平成 26 年 10 月

平成 28 年４月

■０分　■０～ 30 分　■ 30 分～１時間　■１～２時間　■２時間以上

2％5％ 34％ 47％ 10％

25％ 51％ 10％6％4％

家庭学習の時間は？（二戸市）

平成 26 年 10 月

平成 28 年４月

■０分　■０～ 30 分　■ 30 分～１時間　■１～２時間　■２時間以上

3％
2％ 38％ 48％ 9％

42％ 37％ 7％12％
3％

（４）３つの課題の関連性は？
　県との比較で見えてきた３つの課題から、次のよう
な仮説を立てることができそうです。

　「自分で計画を立てて学習する」とは、どういうこ
とをすることなのでしょう。どうすれば習慣化できる
のでしょう。

　二戸の子どもたちは、自分で計画を立てて学習す
る習慣付けが弱いため、学年が進むにつれ家庭学習
時間が短くなる。その結果、学年が進んでも算数数
学の結果は県平均を上回っているが、その差は縮小
する傾向にある。

　テストの結果も意識も良好な状態が続いている二戸
の子どもたち。課題はないのでしょうか。
　岩手県の結果と比較したところ、次のような課題が
見えてきました。

２　子どもたちの課題は？
（１）学年が進むと平均点が下がり県平均に近くなる
（２）学年が進むと家庭学習時間が短くなっている
（３）自分で計画を立てて勉強する子の割合が低い
　この３つについて、詳しく見てみましょう。

　市内の子どもたちの算数・数学の結果は、｢県平均
を上回る｣ もしくは ｢県平均とほぼ同じ｣ レベルにあ
ります。では、県平均との差はどれくらいなのか。学
年が進むとその差に変化はあるのか。この点をまとめ
たものが次のグラフです。
　このグラフからも分かるように、学年が進んでも県
平均を上回ってはいますが、その差は縮小する傾向に
あります。 小５・10 月時点 中１・４月時点

5.7 点

1.1 点

■対県平均比

県平均との点数差

－ 4.6 点

（１）学年が進むと平均点が下がり県平均に近くなる
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